
令和7年11月14日  

我孫子市教育委員会 あて 

 我孫子市立布佐小学校  

学 校 運 営 協 議 会  

                        

令和 7 年度 第 3 回学校運営協議会会議報告書 

このことについて、我孫子市学校運営協議会規則第 12 条の規定について、次のとおり報告しま

す。 

        （令和 7 年 11月 11 日実施） 

主な議事 発言者 協議・発言等の概要 

1.授業参観及び 

施設点検 

 

2.協議会 

・教育活動報告 

 

・学校評価について 

 

・学校運営ビジョン 

 

 

 

 

・学校の現状紹介 

本校のDX 

 

 

 

 

危機管理 

   

 

 

 

・協議及び情報交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教務 

 

教頭 

 

校長 

 

 

 

 

 

教務 

委員 

教務 

 

 

教頭 

 

委員 

教頭 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

委員がすべての学級の学習の様子を参観するとともに、特

別教室等、校内施設を視察し、死角となっているところが

ないかを中心に点検を行った。 

司会 会長  記録 教頭 

（プレゼンテーションソフトを使って報告） 

 

（プレゼンテーションソフトを使って提案） 

 

（3学期の学校経営について資料をもとに説明） 

布佐の地域はとても協力的で、子どもたちを「将来の宝」

として見ていただいている。学校の現状を知っていただ

き、「活力ある学校」にしていくためにご意見をいただき

たい。 

 

（2学期から導入されたタブレットを使って紹介） 

児童や教員、保護者の負担感はどうか。 

子どもたちは、慣れるのが早い。毎日使うことで、操作の

スピードも上がっている。教員や保護者は慣れるまでにも

う少し時間が必要。 

未然防止を最重点に対応している。放課後のトラブルで苦

慮することが多い。 

苦慮するトラブルとは。 

SNSのトラブル。情報が不特定多数に及び、深刻化するケ

ースがある。 

委員の方々は、子どもたちにどのように育ってほしいと考

えているか。 

大学生と接する機会が多いのだか、自分の意見を言える人

が減ってきている。今日6年生の社会科の学習を見て、自

分の意見をしっかり言っている姿があり、いいなと思っ

た。自分の意見を言えない子に対しての支援は難しいが、

大人になるまでに身につけてほしいと改めて感じた。 

生まれ育った地域に愛着を持てる人になってほしい。布佐



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.諸連絡 

・創立記念周年 

行事について 

・今後の予定 

 

 

 

4.会食 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教頭 

会長 

教頭 

 

 

 

 

委員 

校長 

児童会 

地区も少子化の影響で、「子ども会」がなくなってきてい

る。その中で、布佐小の郷土芸能クラブが竹内神社の祭り

に参加したり、3年生が町の良さをまとめた「カルタ」作

りをしたりする活動は、地域の活力になる。来年度は、先

生方にも布佐のまちを紹介して、地域の良さを知ってほし

い。 

今年度も地域学校協働活動推進委員として、「布佐学習」

の講師や読み聞かせ、ミシン学習などのボランティアをコ

ーディネートした。できるだけ多くの人に学校に足を運ん

でもらうことが、現状を理解してもらうため、協力を得る

ためにも重要だと思う。講師の方やボランティアの方々の

高齢化も進んでおり、後進を育てていくことも重要。次年

度は、先生方と十分に打ち合わせをして、子どもたちにと

ってさらに有意義な学習にしていきたい。 

 

令和8年1月19日に実施。6年生が参加する。 

保護者にも周知して参加してもらえるとよい。 

布佐中区3校合同教育ミニ集会 

11月26日（水） 会場 布佐中学校 

第4回学校運営協議会 

令和8年3月4日（水） 会場 布佐中学校 

（委員と児童会役員との会食） 

今後の行事を中心に学校生活について、給食を食べながら

歓談した。 

   傍聴人  0 人（発言者数 0 人） 

 


